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「子どもの貧困」にみる社会的養護






































































































































は 6 人に 1 人の職員が配置されることになっているが，職員の休日などを計算に入れる
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ともに早急な職員体制の整備を要する。施設の小規模化と職員配置の見直しは従来から
の懸案事項である。また，職員が専門性を高めながら継続的に勤務できるようにするた
めの待遇改善の制度改革は，職員，入所児童，親，地域社会からの政府への働きかけが
第一歩となるが，「第三者評価」の義務化も考えられる。
現行法では，義務教育を終えて進学しなければ児童養護施設での生活を続けることは
できない。「自立支援」は，社会人としての十分な準備もないまま，経済的自立のため
の職探しにとどまっている。
高校等進学率が87.7％と全体に比べて約10%低く，退学率も全体の 3 倍以上という現
状は，これまで生きてきた中で，権利をより多く剥奪された子どもほど，子ども時代が
短く打ち切られることを意味している。「自立支援」は子ども時代より，はるかに長い
おとなとしての人生の歩みを視野に入れたものでなければならない。
そのためには，子ども時代の権利を取り戻す時間と環境と金銭の保障をして，心身の
健康や学力，対人関係や生活していく力をつける必要がある。
施設で暮らす子どもたちが子ども時代の権利を取り戻し，一人ひとりが社会的不利を
はねのけ，生きていく何らかの手立てを見つけ，それを獲得するのを援助するのが本来
求められる「自立支援」であろう。
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